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別紙1

地域福祉活動復興促進事業指定社協⼀覧

社協名 指定事業︓（補助額︓千円）

尼崎市社協
復興対策基盤整備事業︓500

地域活動モデル地区指定事業（2地区指定）︓1,500

在宅⾼齢者等サービス事業モデル開発事業︓1,000

明⽯市社協
復興対策基盤整備事業︓500

地域活動モデル地区指定事業（2地区指定）︓1,500

在宅⾼齢者等サービス事業モデル開発事業︓1,000

⻄宮市社協

復興対策基盤整備事業︓500

地域活動モデル地区指定事業（3地区指定）︓2,500

在宅福祉相談員設置事業︓3,500

在宅⾼齢者等サービス事業モデル開発事業︓1,000

洲本市社協 復興対策基盤整備事業︓500

芦屋市社協
復興対策基盤整備事業︓500

地域活動モデル地区指定事業（1地区指定）︓750

在宅福祉相談員設置事業︓3,500

伊丹市社協
復興対策基盤整備事業︓500

地域活動モデル地区指定事業（2地区指定）︓1,500

在宅⾼齢者等サービス事業モデル開発事業︓1,000

宝塚市社協
復興対策基盤整備事業︓500

地域活動モデル地区指定事業（2地区指定）︓1,500

在宅⾼齢者等サービス事業モデル開発事業︓1,000



三⽊市社協 復興対策基盤整備事業︓500

川⻄市社協
復興対策基盤整備事業︓500

地域活動モデル地区指定事業（2地区指定）︓1,500

在宅⾼齢者等サービス事業モデル開発事業︓1,000

淡路地区社会福祉連合会 復興対策基盤整備事業︓1,000

津名町社協
復興対策基盤整備事業︓300

地域活動モデル地区指定事業（1地区指定）︓750

淡路町社協 復興対策基盤整備事業︓300

北淡町社協
復興対策基盤整備事業︓300

地域活動モデル地区指定事業（1地区指定）︓750

在宅福祉相談員設置事業︓3,500

（津）⼀宮町社協
復興対策基盤整備事業︓300

在宅⾼齢者等サービス事業モデル開発事業︓1,000

五⾊町社協 復興対策基盤整備事業︓300

東浦町社協 復興対策基盤整備事業︓300

緑町社協 復興対策基盤整備事業︓300

三原町社協 復興対策基盤整備事業︓300

⻄淡町社協 復興対策基盤整備事業︓300

南淡町社協 復興対策基盤整備事業︓300
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平成７年8⽉17⽇現在

復興計画から⾒る

被災地社協の取り組み（神⼾市社協除く、9市10町）

1．復興計画の策定…9市10町全て作成済

2．社協内の復興委員会の設置 9市10町全て

 ＊復興活動プログラム、並びに復興活動計画づくりを中⼼に協議を⾏う。
 ＊発展計画があるところはその⾒直しを中⼼に作業をすすめている。（その他復興委
員会関係）
●事務局体制の整備（⻄宮市）…復興対策プロジェクトチームの設置
●復興委員会のもとに実務者委員会を設置（川⻄市、三原町）

3．地域活動モデル地区事業…７市２町（各事業は、各分野に再掲している）

（尼崎市、明⽯市、⻄宮市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、川⻄市、津名町、北淡町）注＝主に仮
設住宅地域を中⼼に指定している。

1）ふれあい交流事業（⼊居者の集い、イベント、ふれあい会⾷会、サロンなど）…5市
2町（尼崎市、明⽯市、伊丹市、宝塚市、川⻄市、津名町、北淡町）

2）指定地区活動推進関係者会議…5市（尼崎市、明⽯市、宝塚市、伊丹市（ふれあいセ
ンター関係者）、川⻄市（福祉委員会））

3）ニーズ調査…6市1町（明⽯市、⻄宮市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、川⻄市、津名
町）

4）訪問・⾒守り活動…4市1町（⻄宮市、芦屋市、宝塚市（独居）、川⻄市、北淡町）
5）地域ボランティア活動の促進…3市（明⽯市（仮設住宅ボランティア本部の設置）、

⻄宮市、川⻄市）
6）⾼齢⼊居者の集い…1市（川⻄市）

4．在宅福祉サービスの拡充

（新たに開発したものは＊印）

1）訪問・⾒守り活動…4市5町（川⻄市、芦屋市、宝塚市＊（独居）、川⻄市、北淡
町、⼀宮町＊東浦町、緑町、南淡町）

2）緊急通報システムの強化…2市（尼崎市、川⻄市）
3）仮設住宅改善事業…2市2町（宝塚市＊、川⻄市＊、北淡町＊、⼀宮町＊）



4）テレホンカウンセリング…1市2町（宝塚市＊、北淡町＊、南淡町＊）
5）ふれあい⾷事サービス…6市（尼崎市、明⽯市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、川⻄市）
6）ホームヘルプサービス事業の強化…1市1町（尼崎市、南淡町）
7）移送サービス…3市4町…（⻄宮市、宝塚市＊、川⻄市＊、津名町＊、淡路町＊、⼀

宮町＊、三原町＊）
8）ミニデイサービス…1市1町（⻄宮市＊、北淡町＊）
9）給⾷サービスの拡充…4町（津名町、淡路町、⻄淡町、南淡町）
10）移動⼊浴サービス拡充…1市1町（宝塚市、淡路町）
11）福祉機器貸出し（仮設住宅向け）…1市5町（川⻄市＊、⼀宮町＊、東浦町＊、淡路

町＊、津名町＊）
12）仮設住宅への⽣活情報提供…1市（宝塚市＊）

5．ふれあいセンターへの関わり

1）事務局として…3市2町（尼崎市、⻄宮市、芦屋市、津名町、淡路町）
2）プログラム参加として…3市（宝塚市、川⻄市、明⽯市）
3）機材整備…1市（川⻄市）
4）ふれあいセンター交流事業…2市1地区（芦屋市、伊丹市、淡路地区）
5）未定…1町（北淡町）

6．⽀援ネットワークづくり

1） ボランティア連絡体の組織化…1市（洲本市＊）

2） 社協内ケース検討…1市（宝塚市）

3）
関係機関、団体連絡会…5市2町（尼崎市、明⽯市、宝塚市、伊丹市（ふれあいセン
ター関係者）、川⻄市（福祉委員会）、淡路町、⼀宮町）

7．当事者組織化

1）仮設住宅⼊居者の組織化…1市（明⽯市（ブロック別））
2）介護者の組織化…1市（⻄宮市）
3）⾼齢者の集い…2市2町（芦屋市（地区別）、川⻄市、五⾊町（仮設⼊居者）、⻄淡

町）

8．調査活動

1）
調査活動…6市4町（明⽯市、⻄宮市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、川⻄市、津名町、
五⾊町、東浦町、緑町）

2） 台帳整備…1市1町（明⽯市、東浦町）



9．相談活動

1）
在宅相談員の設置（１年間常勤職員採⽤）…2市1町（⻄宮市、芦屋市、北淡町（看
護婦））

2）
仮設住宅向けの相談所の開設…3市1町（芦屋市、宝塚市、川⻄市（⼼相、弁護⼠相
談、介護相談）、北淡町）

3） その他…2市（緑町、南淡町）

10．仮設住宅⼊居者リフレッシュ事業（バスツアーなど）…4市（明⽯市、芦屋
市、伊丹市、川⻄市）

11．ふれあい交流…5市4町（尼崎市、明⽯市、伊丹市、宝塚市、川⻄市、津名
町、北淡町、東浦町、三原町）

12．ボランティア研修・強化対策…4市1地区3町（明⽯市（仮設住宅ボランティ
ア本部の設置）、⻄宮市、川⻄市、洲本市、淡路地区、津名町、五⾊町、⻄淡
町）

13．被災地域向け情報活動…2市1地区2町（伊丹市、宝塚市、淡路地区、北淡
町、五⾊町）

14．その他

1）ふれあいテントの開設…三⽊市（ボランティアの基地として）
2）募⾦、バザー…三原町
3）仮設住宅清掃活動…三原町

仮設住宅設置地域社協の仮設住宅⽀援事業

（姫路市、加古川市、⾼砂市、三⽥市、播磨町、猪名川町）
注1＝猪名川町は8⽉現在未⼊居
注2＝播磨町は本会の助成事業を受けていない、

1．地域福祉活動

1）地域住⺠による⾒守り活動…2市（姫路市、加古川市（⽼⼈クラブ））
2）仮設住宅住⺠相互⾒守り活動の推進…1市（姫路市）
3）ふれあい⾷事サービス…2市（姫路市、加古川市）
4）ふれあい交流事業（七⼣、福祉まつり、運動会、三世代交流など） …2市（加古川

市、⾼砂市）



2．ニーズ調査…3市（姫路市、加古川市、⾼砂市）

3．ボランティア活動の推進

1）仮設ボランティアの登録…1市（姫路市）
2）仮設住宅⽀援ボランティア連絡会…2市（姫路市、加古川市）
3）交流事業…1市（姫路市）

4．関係者会議…1市（⾼砂市）

5．在宅福祉サービス

1）仮設住宅改善事業…2市（⾼砂市、三⽥市）
2）ヘルパー派遣…2市（⾼砂市、三⽥市（市社協独⾃））
3）福祉機器貸出…1市（三⽥市）
4）給⾷サービス…1市（三⽥市）
5）ミニデイサービス…1町（播磨町）

6．相談コーナーの設置…1市（⾼砂市）

7．仮設住宅向け情報提供活動…1町（播磨町）

8．ふれあいセンター⽀援

1）事務局…1市（⾼砂市）
2）プログラム企画実施…1市（三⽥市）
3）未定…2市（姫路市、加古川市）
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⻄宮市地域福祉活動復興促進事業計画書

事業名 事業内容

1．復興対策基盤 整備事業

 （1）復興委員会の開催
 （2）復興対策プロジェクト
チーム

の設置
 （3）復興計画の策定

 ⻄宮市社協がこれから推進する震災復興活動の基盤整備を
図る。
 社協役員、⾏政・福祉施設等関係機関・団体、学識経験者
等で構成する「復興委員会」を設置する。定例的に開催し、
復興に関わる諸事業の企画⽴案・実施・状況把握等を⾏う。
 復興に関わる諸事業を推進するために、事務局体制の整備
を図る。
 第3次発展計画、ふれあいのまちづくり事業等を踏まえなが
ら、既存事業との整合性も検討し、具体的な復興活動プログ
ラムを策定する。

2．地域活動モデル地区指定事
業

 （1）⼤規模仮設住宅設置地
区
 （2）ふれあいセンター・ケ
ア付き

仮設住宅設置地区
 （3）被災状況多⼤地区

 社協⽀部（または分区）を単位とし、地域福祉活動復興を
目的とした諸事業をモデル的に推進する地区を、『3地区』指
定する。

1地区指定。地域内に⼤規模仮設住宅を有し、実態調査、⾼
齢者・障害者世帯への訪問・⾒守り活動と⽣活⽀援、地域住
⺠との交流活動、⼊居者コミュニティづくり⽀援等、地域ぐ
るみで仮設住宅⼊居者への⽀援をすすめる。

1地区指定。地域内にふれあいセンターまたはケア付仮設住
宅を有し、地域住⺠との交流活動、⼊居者コミュニティづく
り⽀援、要援護世帯への訪問・⾒守り活動と⽣活⽀援等を通
して、地域ボランティア活動の推進を図る。

1地区指定。震災によって地域組織に多⼤な被害を受けた地
域で、⼈材確保・活動復興等をすすめ、地域福祉活動の充実
を図る。

3．在宅福祉相談員設置事業

 在宅要援護者相談およびカルテ整備を⾏うとともに、仮設
住宅設置地域を訪問し、各種相談・⽣活⽀援をすすめる。ま
た、関係機関・団体との連携をすすめ、在宅⽣活⽀援コー
ディネートを強化・充実する。

4．在宅⾼齢者等サービス事業
モデル開発事業

 （1）移送サービス
 （2）⾼齢者ミニデイサービ
ス

 震災後、明らかになった⾼齢者等の在宅福祉ニーズに対応
するために、新規在宅福祉サービスの開発および当事者組織
化活動を積極的に展開する。
 震災救援活動で発⽣した活動を、社協活動に位置づけ、事
業の充実・定着を図る。
 地域ボランティアの協⼒を得て、痴呆性⽼⼈を中⼼とした



 （3）当事者組織化活動
⾼齢者のデイサービス事業を実施する。
 ねたきり⽼⼈を抱える介護者の組織化を図ることによっ
て、介護者・⾼齢者への⽣活⽀援をすすめる。
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社会福祉法⼈⻄宮市社会福祉協議会
社会福祉復興委員会設置規程

（目的）
第1条 阪神⼤震災による災害復興の促進をめざして、福祉コミュニティの再⽣を柱とする地域
福祉活動を促進するために、必要な諸事業の企画⽴案・実施・状況把握等を⾏う。

（構成）
第2条 社会福祉復興委員会（以下「委員会」という。）は、おおむね10名の委員で構成する。
2 委員は理事⻑が委嘱し、その任期は委員会終了までとする。
3 理事⻑は委員会に出席して意⾒を述べることができる。

（運営）
第3条 委員会には、委員の互選により委員⻑及び副委員⻑をおく。
2 委員⻑は委員及び関係者を招集して委員会を開き議⻑となる。
3 委員⻑に事故あるときは副委員⻑が代⾏する。

（⼩委員会の設置）
第4条 委員⻑が必要と認めた場合は、⼩委員会を設置することができる。

（プロジェクトチームの設置）
第5条 職員による地域福祉復興活動推進プロジェクトチームを設置し、委員会の事務局を担当
する。

（関係者の出席）
第6条 委員会が必要と認めたときは、関係者の出席を求めて説明および意⾒を聞くことができ
る。

（細則）
第7条 この規程に定めるほか委員会の運営に必要な事項は委員⻑が委員会に諮って定める。

付則

1 この規程は平成7年8⽉1⽇から実施し、目的達成をもって終了する。
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社会福祉法⼈⻄宮市社会福祉協議会
「地域福祉復興活動推進プロジェクトチーム」
設置要綱

（設置の目的）
第1条 このプロジェクトチーム（以下「チーム」という。）は、阪神・淡路⼤震災による地域
福祉復興活動の円滑な推進を図ることを目的として設置する。

（所掌事務）
第2条 チームは、次の事務を所掌する。
 （1）社会福祉復興委員会の運営
 （2）兵庫県社会福祉協議会の復興に関する補助事業の企画及び実施
 （3）⻄宮市社会福祉協議会の復興に関する事業の企画及び実施
 （4）事業の実施に伴う関係機関との総合的な連絡調整
 （5）その他事業実施に必要な業務

（構成）
第4条 チームリーダーは地域福祉課⻑、サブリーダーは地域福祉課統括係⻑とする。
2 チームに班を置き、班に班⻑を置くことができる。
3 チームの構成は、おおむね10名で構成する。

（管理者）
第5条 チームの運営につき必要な指⽰を⾏うため、管理者を置く。
2 管理者は、事務局⻑とする。

（設置期間）
第6条 チームの設置期間は、平成7年8⽉1⽇から当分の間とする。

（事務従事の形態）
第7条 チーム構成員の事務従事の形態は、兼務とする。

（庶務）
第8条 チームの庶務は、総務課において⾏う。

（雑則）
第9条 この要綱に定めるものの他、チームの運営に関し必要な事項はリーダーが定める。

付則

1、この要綱は、平成7年8⽉1⽇から施⾏する。



2、この要綱の実施により、⻄宮市社会福祉協議会において震災救援活動を目的として編成され
た災害対策事務局臨時編成組織は解散する。
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社会福祉協議会⻄宮市社会福祉協議会

復興委員会委員名簿

選出⺟体 ⽒名 所属・役職 備考

市社協 秋⼭喜代⼦ 市社協副理事⻑

〃 ⽮⽥ 厚 市社協副理事⻑

〃 岡⽥⼋郎 市社協副理事⻑・市⺠児協会⻑

ボランティア 菅 和⼦ ⻄宮ボランティア連絡会会⻑

福祉施設 新在家孝男 特別養護⽼⼈ホーム甲寿園園⻑

保健所 ⽶⽥満⼦ ⻄宮保健所副所⻑

市⾏政 ⻄⾕賢⼆ 市福祉事務所⻑

〃 浜名俊宏 市福祉総務部⻑

学識経験者 ⾼⽥真治 関⻄学院⼤学教授

〃 峯本佳世⼦ 園⽥⼥⼦短期⼤学講師

□事務局
常務理事 和⽥堅次 事務局⻑ 多屋孜郎
≪プロジェクトチーム≫

◎北野裕威（地域福祉課⻑） ○植村弘⺒（統括係⻑兼推進室⻑）
⽯渡進⼀（ボランティアセンター所⻑） 井上三代⼦（リハビリセンター係⻑）
上野武利（地域福祉係⻑兼推進室係⻑） 藤岡由美⼦（総務企画係主任）
藤川数昭（⻘葉園係⻑兼推進室係⻑） 村上 淳（総務企画係⻑）
⽮野貴俊（事業係主事）    〔◎リーダー ○サブリーダー〕
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伊丹市地域福祉活動復興促進事業計画書

事業名 事業内容

1．復興対策
基盤整備事業

 震災復興活動を推進するにあたっての組織基盤並びに活動計画の策定等⾏う
ため、社会福祉復興委員会を設置する。

＊社会福祉復興委員会（H.7.6.14設置︓委員9名）
 市⺠の誓い推進協議会 1．
 ⼼⾝障害対策市⺠懇談会 1．
 ⼥性団体懇話会 1．
 ⽼⼈クラブ連合会 1．
 ボランティア代表 1．
 学識経験者 1．
 保健所 1．
 福祉事務所 1．
 社協1．

2．地域活動
モデル地区指
定事業

 仮設住宅設置地域をモデル地域として下記のとおり指定し、福祉ニーズ調査
（実態調査）をはじめ、地域住⺠交流活動、ボランティア活動等を通じ⽣活の
⾃⽴⽀援を⾏うと共に、福祉コミュニティづくりを目指す。⼜、効果的な事業
の推進を図るため定期的に活動推進関係者会議を開催する。

 ＊モデル地域及び活動推進関係者会議
地域名 推進会議名 ⼾数
（1）奥畑仮設住宅地 奥畑ふれあいセンター運営協議会 280⼾
（2）⾞塚仮設住宅地 ⾞塚ふれあいセンター運営協議会 200⼾
（3）北河原仮設住宅地 北河原ふれあいセンター運営協議会 100⼾
（4）荻野仮設住宅地 萩野ふれあいセンター運営協議会 50⼾
（5）池尻仮設住宅地 池尻ふれあいセンター運営協議会 30⼾

 ＊仮設住宅住⺠実態調査の実施
仮設住宅⼊居者の内、60歳以上の要援護者について⼾別訪問を⾏い福祉

ニーズの把握に努める
 ＊地域住⺠交流活動等の実施

 60歳以上の仮設住宅⼊居者を地域ボランティアの協⼒により⻑寿村（奈
良︓⼊湯施設）に招待し、⽇頃の⼼労をねぎらう



3．在宅⾼齢
者等サービス
事業モデル開
発事業

 被災により新たに発⽣した⾼齢者等の在宅福祉ニーズに対するサービスの提
供並びに当事者組織の充実強化を図る

 ＊復興ふれ愛昼⾷会の開催
被災独居⽼⼈と地域住⺠等とのふれあい昼⾷会を市内ホテルを借り切り実

施する
 ＊当事者会啓発⽤パンフレットの作成

当事者会（寝たきり⽼⼈、痴呆性⽼⼈、失語症）啓発⽤としてパンフレッ
トを作成する
 ＊当事者会「ふれ愛の旅」の実施

脳⾎管障害等、中途障害者の⼼⾝のケア等図るため、「ふれ愛の旅」を実
施する
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平成７年６⽉28⽇

宝塚市社会福祉協議会震災対応活動プログラム（案）

1 復興対策基盤整備事業

（1）宝塚市社会福祉協議会災害対策検討委員会の設置
（2）復興プログラムの策定

2 被災要援護者のニーズ把握

（1）仮設住宅における福祉ニーズの集約

1. ⺠⽣委員による仮設住宅ニーズ把握、⾒守り活動との連携によるニーズの把握
2. ふれあいのまちづくり事業ふれあい福祉センター相談事業に仮設住宅の福祉ニーズに対応

する窓⼝を新設
3. 関係機関からの情報の集約

（2）それ以外の震災による福祉ニーズの集約

1. ふれあいのまちづくり事業ふれあい福祉センター福祉総合相談の機能強化
2. ⺠⽣委員活動との連携、既存の社協活動からの情報の集約
3. 関係機関からの情報の集約

3 ニーズの調整と対応

（1）ニーズ、情報の整理と対応策検討

1. 社協内ケース検討会の機能強化
2. 市内関係機関による仮設住宅対応連絡会

（2）従来の社協の持つ活動提供による対応

（3）他機関への斡旋、紹介

（4）新規対応事業の開発・実施

1. 仮設住宅改造事業
2. ⼼のケア テレホンカウンセリング
3. 独居居住者の⾒守り活動
4. 仮設住宅への⽣活情報の提供
5. 仮設住宅要介護者⼊浴ニーズへの対応



6. 単⾝者仮設住宅でのふれあい・⾒守り活動

4 仮設住宅地域での⼩地域福祉活動の推進

（1）ふれあいセンター事業へのプログラム提供
（2）ふれあいセンター事業実施地域以外での福祉関連プログラムの実施
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⼀宮町地域福祉活動復興促進事業計画書

事業名 事業内容
復興対策基盤整備事業

1．社会福祉復興委員会の開催
 被災者の早期復興をめざし、在宅福祉サービス等の強
化を含め、社協の地域福祉計画づくりを推進。あわせて
第2次社協発展計画を並⾏して作成する。

2．被災者⽀援基本台帳の整備
 仮設住宅居住者並びに在宅の要援護者の⽣活状況、福
祉ニーズ等を的確に把握するため、既存の調査資料から
基礎台帳を整備し活⽤する。

3．被災者救援連絡会議の開催
被災者の実態把握と⽀援基本台帳作成のため、⺠⽣委
員、保健婦、ヘルパー等との連絡会議を開催し、ニーズ
キャッチシステムの確率と即応態勢を強化する。

在宅⾼齢者等サービス事業モデル開
発事業

1．移送サービス事業の充実

 平成7年5⽉より実施している移送サービス事業の充実
を図るため、新たに⾞両１台を増やしニーズに対応。⾞
両については某団体より寄贈を予定しており、事業の啓
発、運転員の確保を図っていく。

2．住宅改善事業の推進
 画⼀的で虚弱⽼⼈や障害者にとって危険で使いづらい
仮設住宅の改善をボランティアの協⼒により実施する。

3．安否確認運動の推進
 仮設住宅、在宅の独居⽼⼈等を対象に住⺠ボランティ
アによる友愛訪問、安否確認運動を実施する。

4．ボランティア活動強化事業
 より地域に浸透したボランティア活動をすすめていく
ため臨時ボランティアコーディネーターを雇⽤し、活動
範囲の拡充と事業の充実を図っていく。
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別紙２

地域福祉復興事業

神⼾市社会福祉協議会

事業名 事業内容
（被災地域及び仮設住宅⽀援事業）

1仮設住宅⽀援事業
 区社協が仮設住宅地域における福祉⽀援活動を推進する事業に対
して助成。

2給⾷サービス特別助
成事業

 ひとりぐらし⽼⼈ふれあい給⾷サービス実施団体に対して震災に
より破損した器材の購⼊費（1団体5万円以内）および仮設住宅を対
象にする場合の器材追加購⼊費を助成。

3移送ボランティア推
進事業

 寄贈を受けたリフト付⾞いす搬送⾞を⺠間事業者に貸与。同社労
働組合が⾞いすを使⽤しなければ外出困難な⼈を対象に移送サービ
スを実施。

4「愛の輪テント」仮
設住宅地域交流⽀援事業

 市社協が仮設住宅地域に「愛の輪テント」を設置し、仮設住宅地
域のふれあい交流活動を推進。 ＜実施場所＞王⼦南公園、神若公
園、雲中公園、筒井公園、春⽇野公園の各仮設住宅地域。＜実施⽅
法＞8⽉より各仮設 ⽉1回巡回実施。 ＜実施内容＞茶話会、歌、
ゲーム、体操、カラオケ等。

5地域福祉復興特別事
業

 区社協が⼩・中学校と地域住⺠との交流活動を⽀援する事業等に
対して助成。

6ふとん乾燥機貸与事
業

 仮設住宅で⽀援活動を⾏う団体に対して、ふとん乾燥機を貸与
し、仮設住宅⼊居⾼齢者・障害者の健康と衛⽣の確保を図る。

7⼩規模作業所・授産
施設⽀援

 被災した知的・⾝体障害者及び精神障害者作業所に対し、仮設作
業所の建設を⾏い、当該施設に備品購⼊費等の助成。  授産施設及
び⼩規模作業所の⾃主製品の販売を促進したり商品の企画開発等の
⽀援。

（⼩地域福祉活動の活性化及びボランティア活動の⽀援と育成）
8区ボランティアセン

ター設置・運営事業
 区社協がボランティアセンターを設置し、その運営を⾏う事業に
対して助成。

9⼩地域福祉活動指
導・育成事業

 区社協が近隣住⺠の相互⽀援活動を推進するため、⼩地域福祉活
動団体の組織化、活動再開、ネットワークづくりを⾏う事業に対し
て助成。  区社協がユニークでモデル的な復興活動を⾏う地域福祉
活動団体を⽀援する事業に対して助成。



10⽣活福祉資⾦災害援
護資⾦の貸付

 被災世帯に対し、住居の修理または家財の購⼊に必要な資⾦の貸
付事務。

11救援活動費（兵庫県
下市町社協災害⾒舞⾦）
の交付

 避難所における被災者の⽀援。

（被災児童の激励・⽀援）
12震災児童激励・リフ

レッシュ事業
 ⺠間の福祉団体や社会福祉施設等が被災児童を対象に、激励やリ
フレッシュを目的に実施する事業に対して助成。

13震災遺児激励⾒舞⾦
の贈呈

 震災により両親を失った児童に対して激励⾒舞⾦を贈呈。
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別紙3

県内社協による被災地⽀援活動状況

（95.11.16現在）
郡社協名
（管内町社協と協働）

⽀援地区 ⽇時 ⽀援内容

北播磨社会福祉連合会
⻄宮市

＊9／8 ⾼須仮設住宅地域に事前調査

＊9／16
⾼須ふれあいセンターオープン⽇
に「⻘空市」

明⽯市 ＊12／24
明⽯公園仮設住宅等で餅付き⼤会
実施（予定）

中播磨地区社会福祉協議会
連合会

姫路市 ＊6／12
姫路市内仮設住宅地域・4か所で野
菜市開催

伊丹市 ＊11⽉
伊丹市⽀援にむけて管内町社協と
協議中

宍粟郡社会福祉連合会 北区
＊10／13 北区社協と事前協議

＊11／11
藤原台仮設住宅で野菜市（元気い
きいき秋祭りに参加）

⻄播磨福祉地区社会福祉協
議会

須磨区

＊10／25
須磨区社協と事前協議、菅の台仮
設住宅地調査

＊11／12

菅の台仮設住宅にて野菜市・イベ
ント開催 他、須磨区内仮設住宅地
2か所で野菜市開催

北但社会福祉協議会連合会

宝塚市 ＊8／31

北但地区社協、宝塚市社協事前協
議
野上3丁目仮設住宅地域現地調査

⻄宮市 ＊8／27
枝川ふれあいセンター・「⻘空
市」を開催

宝塚市

＊10／22
⻄公⺠館にて野菜市を開催（市の
秋の⼼祭に参加）

＊12／3
市内9か所で野菜市及び炊き出しを
同時開催

＊12／21
市内8か所の仮設住宅で⻘空市を同
時開催



美⽅郡社会福祉協議会連合
会
＊売上げ⾦を区社協に寄付

中央区 ＊11／3
「ポー愛・ふれ愛・秋祭」に参加
し、野菜市開催

北区 ＊11／3 藤原台仮設地域で野菜市開催
加古川市 ＊11／3 東加古川仮設地域で野菜市開催

北区 ＊１／20
（浜坂町社協）藤原台第1仮設で野
菜市

養⽗郡社会福祉協議会連合
会

⻄区
⻄神第７仮
設住宅

＊7／3 ⻄神第7仮設へ事前調査
＊7／14 ふれあいテントへ活動資材提供
＊7／28 草刈りボランティアを派遣

＊8／8
草刈りボランティア（⼤屋町対
応）

＊10／26 ⼤⼯ボラ派遣（関宮町対応）

朝来地区社会福祉連合会
＊売上げ⾦を北区社協に寄
付

北区
⿅の⼦台仮
設住宅

＊7／25 住宅地域に事前調査

＊9／26
第1回「⽣鮮野菜お届け事業」を実
施

＊10／31
第2回「⽣鮮野菜お届け事業」を実
施

＊11／30
第3回「⽣鮮野菜お届け事業」を実
施

＊12／6
第4回「⽣鮮野菜お届け事業」を実
施

＊12／12
第5回「⽣鮮野菜お届け事業」を実
施

＊12／9〜23
⿅⼦台7か所で餅つき⼤会（7回出
動）

氷上郡社会福祉連合会
東灘区
瀬⼾仮設住
宅

＊10／12 瀬⼾仮設住宅地域に聞き取り調査

＊12／17

瀬⼾仮設住宅地域で配⾷サービス
仮設住宅⼊居代表者との懇談会
（⾯接調査）

多紀郡社会福祉連合会
東灘区
深江浜仮設
住宅

＊9／22
深江浜仮設住宅地域にに聞き取り
調査

＊10／15
深江浜で「ふるさと丹波の味覚と
秋祭り」開催

＊11／1

反省会と、12⽉以降⽉1回ペースで
ふれあい会⾷会（対象︓仮設内⼀
⼈暮らし⽼⼈）実施を決定



2⽉、3⽉
独居⽼⼈のつどい（会⾷⽅式）
（篠⼭、今⽥）

六甲アイラ
ンド
第３仮設

＊12／17
（⻄紀町社協）独居⽼⼈のつどい
（会⾷⽅式）

1／25 （丹南町社協）〃（予定）
相⽣・⾚穂・龍野 （⻄播磨3

市）
⻄宮市 ＊10／29

鳴尾浜ふれあいセンターにて野菜
市

＊被災地である淡路地区社協のデーターは除く
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個別な動きとして（県社協把握分）

町社協名 ⽀援地区 ⽇時 ⽀援内容
東条町☆ 明⽯市 ＊12／12 仮設住宅にしめなわづくり
加美町☆ ⻄宮市 ＊11／５ 仮設住宅に野菜市

市川町 伊丹市
＊8⽉より⽉1

回
障害者団体と共同で奥畑ふれあいセンターで野菜市
（計6回出動）

関宮町☆ 尼崎市
＊10／29 ⽴花公園仮設住宅に野菜市
＊12／16 仮設住宅にもちつき⼤会

緑町 北淡町
＊7、8⽉ 仮設団地にイベント実施（⼈形劇など）
＊10⽉ 花壇づくり

＊⼤⼯ボランティアの動きは除く
＊☆印は県社協がコーディネート
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別紙4

ふれあいセンターの社協の係り

1995.12.1現在

市町社協
名

係り⽅ 備考︓運営委員会形態等

姫路市 事務局 地域団体・仮設⾃治会等で運営

尼崎市
地区社協・ボラン
ティア連絡体

ボランティア連絡体・地区社協で運営（⽴花地区）、その他
の地域は地区社協が運営委員会に参加
※ふれあいセンター設置以外の地域を「ふれあいテント」で
巡回

明⽯市 ブロック担当 川端公園仮設を担当、ふれあいセンターは未定
⻄宮市 事務局 地区社協・仮設⾃治会等で運営
芦屋市 事務局 福祉推進委員・仮設⾃治会・ボランティア等で運営
伊丹市 事務局 ボランティア連絡体・地区社協・⼀般公募Vo等で運営
加古川市 プログラム参加 仮設住宅のボランテイア連絡会事務局
宝塚市 プログラム参加 他に単⾝者仮設住宅（会社独⾝寮）を運営
三⽊市 プログラム参加 社協事務局⻑がセンター運営委員⻑
⾼砂市 事務局 仮設住宅のボランテイア連絡会
川⻄市 プログラム参加 仮設⾃治会で運営・センター役員交流会を開催
三⽥市 プログラム参加 ⼟曜お話しサロンの定期開催等

播磨町
プログラム参加（予
定）

仮設⾃治会、⾏政、社協、⺠協で運営（予定）

津名町 事務局 ボランティア連絡体で運営
淡路町 事務局 仮設⾃治会、⺠⽣委員、ボランティア等で運営
北淡町 事務局 地区社協、⺠⽣委員、町内会⻑（仮設居住）等で運営
⼀宮町 事務局 仮設⾃治会で運営
東浦町 事務局 社協役員、⺠⽣委員、地域団体等

（除く︓神⼾市）
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